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【要 旨】
近年盛んに議論されている二つの問題、「文学の教育」と「留学生教育」の両方にまた

がる問題として、留学生の文学教育について私見を述べる。現場の教育者として、また、
長年文学研究に携わってきた文学研究者として、「現在の留学生に必要な文学教育とは何
なのか」について考察し、その一つの試みとして、日本語教育の分野で行われている、「文
学教材を使った学生主導型授業」を用いた実践を紹介し、提案する。

【キーワード】
留学生教育 文学教育 短歌

１．はじめに

文学教育の問題は古くて新しい問題である。
この分野の研究には、数多くの著書と論文が存
在している。以前よりずっと論争が続いてお
り、近年も紙上で、また、シンポジウムで語り
合われる機会が多くなっている。ここ１、２年
の例をあげると、たとえば、２０１０～２０１１年の
『日本文学』誌上では、「文学／教育のなかの
〈こども〉」（５９巻１号、２０１０．１）、「文学教育
の挑戦」（５９巻３号、２０１０．３）、「ポスト・ポス
トモダンと文学教育の課題」（６０巻３号、
２０１１．３）などと特集を繰り返しており、また、

日本近代文学会においても継続的テーマとし
て、文学教育が設定された。
本年度、日本近代文学研究会春季大会は５月

２８日、２９日に行われ、初日、第一会場にて継続
テーマである「文学を教える――研究環境・研
究方法の前線（三）」の研究発表があり、それ
を拝聴することができた。内容は次の３氏によ
る発表とディスカッションであった。

「読みたかったのはこれじゃなーい‼」 跡上史郎

「文学を勉強するって、どういうことですか？」

島村 輝

「崇高なもの」とのかかわりかた 助川幸逸郎
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今ここにその詳細を述べる暇も紙面もない
が、誤解を恐れず大雑把に要約を試みてみる
と、跡上氏のご発表は、氏の在住する地域の詩
人を招き、詩人とその作品とを学生に提示する
ことで、自分の考える「詩」との違和感を喚起
し、それでは、自分の考える「詩」とは何か、
と自ら考えるように導く試みであった。助川氏
のご発表も、具体的な方法の提示がなかったも
のの、日常と違う「崇高なもの」との出会いに
よって学生の心を刺激するという試みであっ
た。ともに座学を離れ、「体験」により、学生
の自発的な思考活動を促す試みであり、大学・
短大の文学教育に携わるものとして、これこそ
が自主性にかける現在の学生に対する「文学」
教育の目指すべき方向性と、大きな示唆を受け
た。島村氏の方法論は、従来のオーソドックス
な方法をしっかり学ばせることで、応用力をつ
けていくものであり、文学部のように十分な時
間をかけて文学教育が可能な環境で有効なもの
であると感じた。
また、グローバル化が進み、国際化が進む昨

今、平成２０年に文部科学省によって策定された
「留学生３０万人計画」に見られるように、留学
生の招致とその教育は、国家的規模の教育課題
となっている。この、留学生の教育の問題につ
いても、近年、シンポジウムや学会などで盛ん
に話し合われており、専門書や研究論文が多数
発表されている。
本年度６月には、そのうちの一つ、２０１１（平

成２３）年度第１回日本語教育学会研究集会（九
州地区）の発表を、立命館アジア太平洋大学に
おいて拝聴する機会に恵まれた。特に近藤有美
氏の発表「短歌で学ぶ日本語―韓国人大学生，
韓国の中心で愛を叫ぶ―」には、留学生の日本
語教育、文学教育に対しての大きな示唆をいく
つもいただいた（後述）。

幸いなことに、私は現在「留学生の文学教育」
という、前述の２つの大きな問題にまたがる仕
事に従事している。そこで、短大留学生にとっ
て必要な「文学教育」とは何かについて検討し、
私見を述べるとともに、これらの発表や以下に

述べる参考文献をもとに本年度行った授業改良
の試みについて述べていきたいと思う。
手順としては、短大における文学教育の現状

とその目標について触れ、次に、本学留学生に
おける文学教育の意義について考える。さら
に、本学に在学する留学生の持つ文学や読書に
対する意識について、アンケート調査の結果か
ら考察し、最後に、それらを踏まえた授業の試
みについて述べていく。

２．短大における文学教育の目標について

まずはじめに、短大全体の問題について考え
てみたい。前述のように、文学教育に関する著
書、論文は枚挙に暇がない。しかし、事を短大
に限ると、数は激減する。これは、短大の持つ
特性――２年間という短期間に必要な数多くの
科目を履修する必要があることから、単位数や
時間数が制限されること――によって、カリ
キュラムが圧迫され、「文学」教育の位置づけ
があいまいになっていることに起因するのだろ
う。見理文周氏１）は３５年前の論文で次のように
述べている。

短大における『文学教育』の取り扱い方
は、各大学におけるカリキュラム編成の事
情と、「文学」教科の担当者の見解や方法
に任されているのが実情である。

残念ながら、この状況は今も変わらないよう
に思われる。たとえば、私が所属する地域総合
科学科では、ビジネス、観光等に中心をおき、
さまざまな資格を取れるよう、カリキュラムが
組まれている。近年、キャリア支援に重きを置
き、専門学校には少ない教養科目を取り入れて
きているが、「文学」の講義は開講されていな
い。
「文学」の講義がなくていい、または、カリ

キュラム上開講できないという程度の扱いで、
体系的に教育的プログラムに組み込まれていな
いのが残念であるが、これは、「文学教育はそ
もそも（何のために）必要か」という問題を考
え直すいい機会であろう。このことは、発展的
には短大教育の目的や教育プログラムの見直し
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にも係っていくと思われる。
さて、われわれは何を目標に文学教育を行う

べきであろうか。この点でも、見理氏の意見は
示唆に富むものである。氏は、文学や、学歴偏
重に傾く当時の文学教育に関する大きな流れを
踏まえたあと、現場経験者の立場から、以下の
ように結論を述べている。

短大保育科のための「文学教育」は単な
る一般教養としての〈文学概論〉であって
はならないと思う。通論的な文学史や、見
本的な作品の鑑賞や興味的な作家の経歴調
査などやったとて、何の意味もないだろ
う。
幼児教育者や保育者になる学生にとって

もっとも大切なことは、〈人間〉への個別
的／具体的な理解であり、その〈生命〉へ
の愛着であり、その〈尊厳〉への自覚であ
るべきではないだろうか。そして「文学教
育」の目的は、このことを、文学作品に
よって目覚めさせることにある、と考え
る。

これに続く部分で、氏は、「人間」理解のた
めに「広い角度からこれを検討し、考察」する
ための一つの手段として「文学」があり、文学
作品を媒介としての自発的な「人間発見」をめ
ざすべきで、他の科目と意識的に関連づけ、学
生の興味や関心を喚起させる必要があると続け
ている。後半は特に個別に動きがちな大学教員
として傾聴すべき意見であろう。
氏の論は短大保育科教員という現状を踏まえ

て、そこに限定してのものである。しかし、
「人間」理解は教育者となる学生のみならず、
短大生あるいは（留学生を含む）学生全体に共
通すべき目標ではないだろうか。技術習得に特
化した専門学校に対し、公開講座や教養科目を
設置し、人間教育的側面を重視している短大が
存続する意味とは、この「人間」理解という人
格陶冶の機会としての意味が大きいのではない
かと思われる。だとすれば、「人間」理解を可
能とする「文学」が果たす役割は大きく、短大
教育のプログラムの中に組み入れるべきだと思
われる。

なお、見理氏の意見もまた、先に紹介した跡
上、助川両氏の発表同様、学生の内発的な自覚
を促すものであり、文学教育の方向性は、単な
る知識の授受でなく、体験による「人間」理解
にある、というのが今回紹介している研究者、
教育者に共通している。しかし、跡上、助川両
氏の発表は、学生が「文学を」学ぶための試み
であり、対象の学生も文学に強い興味を持つ学
生に限られる。また、異質なものや崇高なもの
との出会いを常に持つことは個人の資質や人間
関係、環境に依存する部分が大きく、安定的実
現が難しい。短大の文学教育の目的を先のよう
なものと考えるなら、両氏の論のように「文学
を」考える前の段階として、異質なもの、崇高
なものを含むものとしての「文学で」学ぶこと、
「人間」を考え、理解することが、短大では望
まれることではあるまいか。

３．留学生における文学教育の意義

（１）留学生の文学軽視の傾向
私は、本学文学部国文学科で１０年以上、留学

生の文学教育に携わってきた。短大に異動した
後も３年にわたり、大学・短大の文学教育を担
当させていただいている。その間、私にはずっ
と違和感があった。それは、留学生がその学習
において、文学研究を非常に軽視しているので
はないか、という疑念である。
たとえば、文学部国文学科の教員であったと

き、編入生にあなたはどんなことが研究したい
ですか、と質問する。すると、返ってくる答え
は９割がた「日本語です」であり、それも敬語
や助詞など、日本語の運用面に関するものであ
る。「他には」といっても「日本語です」と答
える。日本語を学ぶことを第一義に置くことは
留学生としては当然のことかもしれないが、現
実に開講されている講義の数が多い文学の授業
が意識から完全に欠落していることには、言葉
に窮した。言葉の運用面を高めるだけなら、日
本語学校に行けばいい、彼らの目的と国文学科
の目指すところとは根本的に違うのではないか
という考えが頭を離れなかった。
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異動で短大地域総合科学科に来て、立場が逆
転し、今度は留学生を大学へと送り出す立場に
なった。ここでも志望理由の指導などで同じよ
うな質問をするが、結果は同じである。それ
は、文学系の授業が少なく、どんなことをする
のかわからないからというより、やって何のメ
リットがあるのかというのが大きな原因である
ようだ。確かに、大学入学や就職の指標として
日本留学試験や日本語能力試験の点数を使うた
め、留学生は日本語の習得には必死になる。し
かし文学を学ぶことには目に見えた実利はな
い。最近は、自分の興味のあることには一所懸
命がんばるが、そうでないことには全くがんば
らない、所謂オタク系の留学生が増えた。講義
中、自分のやりたいことをして、講義を聴いて
いない学生が散見されるようになったが、特
に、「文学」は、興味を持つ学生が少ない科目
のようである。
学生の集中度は低く、表現技術系の私の授業

ではありえない、学生の内職を叱る機会が増え
た。文学部では、日本語学を研究する留学生は
内省ができないため、コーパスや文学作品を
使っての日本語研究が多い。しかし、それもあ
くまで、言葉の用例として用いているのであっ
て、文学作品の内容に立ち入るものではない。
したがって、人によっては短大・大学を通じて
文学を理解しないまま卒業していくことにな
る。果たしてこれでいいのだろうか。

（２）限られた短い時間で、文学研究の基本を
―カリキュラムと学生の進路について―

本科では講義の中心をビジネス、観光におい
ている。したがって、開講されている文学関係
の授業は少ない。これは、本科に限ったことで
はなく、日本文学系の学科を除く、ほとんどの
短大に共通するのではなかろうか。もちろん、
本科は総合学科であり、通訳・翻訳関係の授業
を展開しているので、他大学に比して文学に触
れる機会はまだ多く、授業で文学作品を扱うこ
ともあるが、それは、あくまで正しい日本語の
翻訳・通訳のための、日本語の勉強に主眼を置
いた授業である。

また、進路指導系の授業で文学作品を紹介す
ることもあるが、きわめて時間数は少ない。し
たがって、まとまって文学教育のできる機会は
私の担当する１科目の半分、７時間ほどしかな
い。短大生に「文学」を教えることになって初
めて、その教育機会の少なさとその知識のなさ
に驚いた。これでは、「文学」を学ぶ意味や方
法などわかるはずがない。
一方で、日本語・日本文学系の学科への編入

学を希望する留学生は意外と多い。留学時点で
の目的意識が強くないためであろう、本科で
も、多彩な方面への編入学希望が見られる。た
とえば、今回、私の担当した学年を例にとる
と、大学進学希望者１８名中５名（不合格で帰国
した２名を除く）が本学国際言語・文化学科、
日本語・日本文学コースに進学しており、ま
た、これまでも、常に、学年の１／５～１／３
ほどが日本語・日本文学系の学科への進学を希
望していた。彼らは入学後２年間で多くの文学
の講義を受けることになり、中には文学で卒業
論文を書く学生もいる。これらの学生に、ある
程度、文学研究の基礎について教育しておく必
要が本科にはあると思われる。もちろん、わず
か１科目で定着できるという問題ではないの
で、日本語教育や表現技術などの近接領域の科
目担当者と連携を取りつつ、体系的に行ってい
く必要があるだろう。これは日本人学生とは
違って、留学生に限って、特に考慮しなければ
ならない点である。

（３）文学を利用した日本語教育の方法論から
の示唆

「１．はじめに」では、短大においては、「現
場担当者」としての、自発的な「人間発見」を
目指すべきだという見理論文や、「文学研究者」
として体験による学生の自発的な活動を促すこ
とを提案する跡上、助川両氏の発表の示す、
「体験」による「人間」理解の方向が、短大に
おける文学教育のあり方として望ましいと述べ
た。
そのような「文学教育」を可能とする方法と

は何であろうか。私の知る限り、文学部で行わ
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れている、学生にレジメを用意させ発表させる
演習形式が、その準備・発表・反省の過程を通
じて文学研究の基本的姿勢を身につける最も有
効な方法である。必要な知識もその過程を通じ
て着実に身につけることができる。しかし、本
科では授業に割ける時間が限られているので演
習形式は取れない。かといって、通常の講義形
式では魅力に欠け、学生が真剣に聞いてくれな
い。わずかな時間では知識や姿勢が定着しない
うえに、身につけられる知識も限られてくる。
文学教育の方法を模索するそんな私の指標と

なったのが、新しい日本語教育の方向性を示し
ている、水谷治／李徳奉編「総合的日本語教育
を求めて」の方法論である。その４章には〈文
学を取り入れた日本語教育〉として６本の論文
が紹介されている。
たとえば、その中の一本「小説で学ぶ日本

語―少人数授業における中級読解例―」２）では、
〈読解教材を利用し、文法的な事項を説明、翻
訳して、語彙中心のテストをする〉という従来
のやり方では授業がマンネリ化することを指
摘、学習者全員の参加できる学習者主導形式の
授業を試みた例が紹介されている。また、「日
本語クラスにおける『俳句ユニット』による俳
句指導の試み」３）では、俳句を学ぶことで①伝
統文化を理解し、②日本語のリズムの学習がで
き、③言葉に自覚的になって、④発見・創造・
完成の喜びと、⑤鑑賞の喜びが得られ、コミュ
ニケーションの場が広がる、という５つの意義
を持つものとして「俳句ユニット」と呼ぶ俳句
の創作を中心においた授業を提案している。
上記の乱暴な要約ではわかりにくいかもしれ

ないが、これらの参加型・学習者主導形式の授
業の試みは、２で述べたような「文学」軽視の
意識を持つ学生を「文学」の世界に引きつける
力を持っている。主体的に創作や議論にかかわ
ることで興味もわくし、その学習を通じて日本
語の能力を高めることができる。
また、このような学習者主導形式の授業であ

れば、単に日本語の学習に終わるのではなく、
教材を選ぶことで、留学生にとって「異質なも
の」（たとえば日本人固有の発想）や人類普遍

の「崇高なもの」（たとえば母の愛など）との
出会いを教員が演出できる。その読解＝疑似体
験から、前節で述べた「人間理解」、自発的な
「人間発見」を引き出すことが可能となる。
さらには、演習形式と同じ学習者主導形式で

あるため、（２）で述べたような文学研究の基
礎を身につけ定着させることができそうであ
る。文学研究の基礎とは、端的に言えば正確な
作品の読み取りとその上に立つ作品理解であ
る。日本語教育の方法論に従って、対象の文章
の日本語の正しい理解を行い、そのうえに、
「作者は何を表現しようとしているのか」とい
う考察を加えることで、それは可能である。そ
して、作品について議論したり、表現について
相談したりする中で、必ず根拠を指摘させるよ
うに注意すれば、研究に最も必要な実証的な態
度を身につけることができる。何より創作を通
じて作者の視点に立って考えることができる。
膨大な日本文学の基礎的な知識は一朝一夕につ
けることはできないが、このような基本的姿勢
だけならば、短期間であっても反復することで
養成することができると考えた。
もっとも、これは単に日本語・日本文学系学

部への進学を考えている学生のみに必要な能力
でない。全ての学生において、自ら考え抜き、
仲間と語り合い、創作という表現に踏み出して
いく、という手順を通じ、経済産業省のいう、
社会人基礎力、就業力につながる人間力を育て
ることになる。これは留学生とて例外ではな
い。
よって、短大留学生の文学教育の形態として

は、上述のような文学作品の読解・創作を少人
数で行う授業に、文学研究的観点からの工夫を
くわえた形が最適だと考えた。
では、このような意図で授業を組むとしたら

何を教材とするのが最適であろうか。それにつ
いて、より深く考えるため、今期、文学に対す
る意識調査を中心に、本科に在学する学生のう
ち５２名にアンケートをとった。その結果と分析
について次に述べておきたい。
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４．短大生（留学生）の「日本文学」に対する
意識

（１）少ない読書体験、読書時間について
日本に来る前に、日本の文学作品を読んだこ

とがあるかどうか、また、読んだならば、日本
語か、母国語かについて調査した。また、日本
に来てからはどうかについても質問した。結果
は以下の通りである。

日本の文学作品を読んだことがありますか

a．母国にて日本語で読んだ １名（２％）※１

b．母国にて母国語で読んだ １７名（３３％）※２

c．母国では読んでいない ３４名（６５％）

日本に来てから日本の文学作品を読んだことがあり

ますか

d．日本語の作品を読んだことがある １０名（１９％）

e．日本語の文学作品を読んだことがない。４２名

（８１％）※３

※１ 作品：芥川龍之介「羅生門」１名 ただし、

ここを選んでいるもののうち「火影」（漫画）、

「菊と刀」（翻訳）と書いたもの２名は cに入

れた。

※２ 作品：川端康成「雪国」３名 芥川龍之介「瑣

事」１名、夏目漱石「吾輩は猫である」１名、

「三国志」１名 西尾維新１名。ただし、「ド

ラゴンボール」（漫画）と書いたものはCに入

れた。「三国志」は漫画か小説か判断ができな

いので、ここに残した。

※３ 山田詠美１名 山岡荘八「織田信長」１名

太宰治「走れメロス」１名

同「人間失格」１名 「恋空」１名

村上春樹「ノルウェーの森」１名

ただし、「ホテル経営教本」と書いた１名は e

に入れた。

上記※１～※３を見ていただくとわかるが、
まだ、文学作品という概念が定着していない学
生すら一部にいる。日本文学を読んだことのあ

る学生は３人に１人で、ほぼ母国語で読んでい
る（母国語で読んだとしている学生１７名中、１０
名は作品名を覚えていない）。日本に来てから
も、日本語で日本の文学作品を読んだ学生は５
人に１人、少なくとも、留学生の日本文学作品
に対する関心が薄いことは明らかである。
なお、アンケートには読書量を聞く設問も

あったが、無回答や不可能な数値の回答が多
く、ここでは概略を示すにとどめる。母国では
どのくらい書物を読みましたかという質問に対
し、月２冊以上が１０名（２冊が８名）、１冊が
１８名、０冊が６名で、後は無回答であった。平
均して月に１冊程度の読書量と考えられる。日
本に来た後は２冊以上が２名（２冊が１名）、
１冊が９名であり、３名が微増（＋１から２冊）
しているものの、後は、みな軒並み下がってい
る。微増した３名が日本語の本を１００％として
いるのが、日本語の学習の必要性に迫られてと
予測されるのに対し、他は無回答を除くといず
れも５０％以下（９名）であることから、もとも
と読書の習慣があまりなく、来日後は日本語と
いうハードルが高くて、さらに文学作品は読ま
なくなってきている留学生像が見て取れる。
日本の文学作品をほとんど読んでいない学生

に作品を読ませることは、先述のように日本人
の発想や日本文化という「異質なもの」を疑似
体験することで日本人を理解することにつなが
り、また、日本でも母国でも共通する「崇高な
もの」の疑似体験から「人間」を考えることに
つながるだろう。その意義は大きいと考えられ
る。ただし、学生には、日本語能力や基礎知
識、読書体験に大きな格差があるので、その理
解しやすさと長さ、必要となる知識の少なさに
考慮する必要がある。

（２）興味の乏しさから来る知識の定着度の低
さ

短く、理解しやすい教材としては韻文があ
る。だが、日本人でも小説以上になじみがない
のが現状である。留学生においてはどうなので
あろうか。
そこで、韻文分野では、まず、詩、俳句、短
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詩 短歌 俳句

履修前（３３名） ６（１８％） ６（１８％） １２（３９％）

履修後（１９名） ７（３７％） １０（５３％） １２（６３％）

全 体（５２名） １３（２５％） １６（３１％） ２４（４６％）

表１ 詩・俳句・短歌を見たことがある

短歌の形式が書ける 俳句の形式が書ける

履修前（３３名） １（３％） ４（１２％）

履修後（１９名） ７（３７％） ８（４２％）

全 体（５２名） ８（１５％） １２（２３％）

表２ 短歌・俳句の形式がかける

歌について、見たことがあるかについて質問し
た。また短歌、俳句については、その形式につ
いて知っているかを確認した。結果は次の通り
である。なお、私の講義では、短歌、俳句を必
ず扱っているので、その履修者１９名を除いた３３
名、履修者１９名でそれぞれ数えた数値を参考ま
でに挙げておく。

表１を見ると、韻文に接した経験があるもの
は、俳句が全体の半数近くであるものの、短
歌、詩についてはほぼ１／３～１／４と認知度
が低い。短歌に比べ、俳句の数が多いのは、一
部学生が日本語学習時に使用するテキストに含
まれているためだろう。
授業の履修者１９名とそれ以外の学生３３名を見

比べると、当然のことながら数値はかなり違
う。しかし、授業中に短歌と俳句で数時間講義
しているにもかかわらず、覚えている者が過半
数、補助的に紹介した詩については、わずかに
記憶に残っている程度で印象は薄い。
また、見たことがあると答えた学生でも、表

２を見ると、その形式（５７５７７，５７５）を答えら
れたものは少なく、授業で確認したにもかかわ
らず、履修者の定着度は低い。もちろん、この
数字の中には、入学前、入学後の他の学習で知
識を持っているものがいるだろうから、実際に
は、授業で定着した数値はさらに低いと考えら
れる。
ただし、短歌・俳句の形式を知っているもの

と履修者との相関関係を見ると、履修者で短歌

のみ形式を答えたものが１名、俳句のみ答えた
ものが４名で、６名は短歌・俳句の両方を答え
ている。未習者がそれぞれ、０名、１名、０名
であるのと比べると、俳句の知識は授業で定着
した感が強い。

これらの数値の低さには、韻文分野に対する
興味のなさが関係していると考えられる。日本
の詩に対して興味がありますか？という問いに
対し、１６名のみ（既習者８／１９、４２％、未習者
８／３３、２４％）が興味があると答えた。これは、
全体の１／３以下（３１％）である。なお、興味
を持っている既習者８名のうち、俳句・短歌の
形式を両方答えているのが５名、片方が無回答
または間違いが２名。両方答えていないものが
１名であるのに対し、未習者８名は両方答えた
のが１名、片方答えたのが１名のみと非常に少
ない。ここから、興味と知識について強い相関
関係が見られる。当たり前のことだが興味を
持って学習しないと知識は定着しない、という
ことである。詩歌が短く分かりやすい教材であ
るとしても、興味を持つ工夫をしないと定着し
ない。その点、創作という方法は、興味の喚起
という点で期待が持てるのである。

（３）限られた読書体験の範囲
日本文学に関する読書体験を調べるため、作

家の名前をランダムに並べ、読んだことがある
作家に印を入れさせ、その認知度を確認した。
私が大学で教鞭をとっていた頃から今に至るま
で、文学教育担当者の間では、留学生の文学に
関する基礎知識のなさが問題となっている。国
文学科時代には、それによる授業内容の質の低
下を危惧し、これに対応するため、日本人と混
在する授業の前に、その知識や研究態度におけ
る一般的日本人学生との差を埋めるべく、基礎
的な科目を設定していた。
しかし現在、そのような科目は存在しておら

ず、本学でも留学生に最初から日本人と同じレ
ベルが要求される。また、他大学でそのような
配慮がなされているかは寡聞にして知らない。
３年編入にたえうる知識を彼らが持っているか

Bulletin of Beppu University Junior College，３１（２０１２）

― １６９ ―



坪内逍遥 夏目漱石 森鴎外

１（２％） ２５（４８％） １（２％）

表３（明治～大正期）

※二葉亭四迷、樋口一葉、島崎藤村は０名

芥川龍之介 志賀直哉 菊池寛 中島敦 太宰治

１８（３５％） １（２％） ２（４％） １（２％） ６（１２％）

表４（大正～昭和期）

※梶井基次郎、坂口安吾は０名 川端康成は講義の対象なので除く

大江健三郎 村上春樹

５（１０％） ２２（４２％）

表５（昭和～平成期）

※安岡章太郎、吉本ばななは０名

よく視る／聴く たまに見る／聴く あまり見ない／聴かない

音楽 ３４（６５％） １３（２５％） ５（１０％）

アニメ ３１（６０％） ２０（３８％） １（２％）

映画・ドラマ ２８（５４％） １９（３７％） ５（１０％）

表６ あなたはこれらをよく見ますか（聞きますか）

読書 漫画 音楽 アニメ 映画・ドラマ アルバイト 勉強

４．９ ２．４ ５．８ ４．９４ ３．９ 15.7 １５．１

表７ 一週間に使う時間の平均
週合計５２．７（一日平均７．５）時間中

どうかが知りたかったのである。
なお、日本人作家の作品との比較のため、作

家リスト中に魯迅の名を置いた。被験者５２名
中、４９名（９７％）が中国籍であるので、どれく
らい母国作家と差が出るか見たかったのであ
る。学生は３６名（６９％）が魯迅の作品を読んだ
ことがあると答え、これが読んだことのある作
家としてはやはり一番多かった。これを頭に置
いて、以下の数値を見ていただきたい。

表３～表５を見ていただくと、海外で人気の
村上春樹、国内外で有名な漱石、芥川を除く
と、他の作家はほとんど誰も知らないという状
況で、時代的偏りはない。一人で７作家にしる
しをつけたものが２名、６作家につけたものが
２名いるが、印のないものが９名、平均すると
２．３名であって、授業などで経験する有名作家
の作品以外、ほとんど小説は読んでいないとい
う傾向が見られる。
また、韻文分野ではこの傾向はさらにきびし

く、比較的有名な詩人や歌人、俳人の名前を１０
名挙げて調査を行ったが、萩原朔太郎、斉藤茂
吉、宮沢賢治に同一人が印をつけているだけ
で、残りはすべて０名であった。留学生の読書
体験は総量が少ない上に、有名作家の作品、そ
れもわずかな作家の散文に限られている、とい
うのが現状である。

以上をふまえ考えると、短い本文の中に、日
本的な異質なものや、人類に共通する崇高なも
のを含んでいる韻文は、学習の負担が少なく、
認知度が低いため、学習の意義は大きい。

（４）授業外の時間のすごし方について
最後に、彼らの一週間の時間の使い方につい

て、アンケートをとってみた。放課後、彼らが
いったい何に時間を費やしているのか、その意
識と時間について調査をしたかったからであ
る。時間の記載は個人によって数値に偏りが大
きく、週単位でないかと思われるような数値も
あったため、単純に平均で判断するのは危険だ
が、一応、一般的な傾向が見られるので、参考
までにあげておく。

表７を見る限り、アルバイトに時間を割かれ
ながらも、留学生は、ほぼ同等の勉強時間を確
保して学習していることがわかる。それ以外の
時間の過ごし方については、読書に漫画を加え
ての合計７．４時間に対し、アニメ、映画・ドラ
マの合計約９時間と映像文化が上回り、音楽の
約６時間を含め、ここには、留学生の間にも活
字離れが進んでいる傾向が見られる。
今回、日本語を勉強しようと思ったきっかけ

としてアニメを挙げる学生が多かったため、漫
画、アニメをそれぞれ、読書、映画・ドラマと
はっきり区別をつけてアンケートをとった。表
６で調査している意識では、「あまり見ない」
が少ないものの、映画、ドラマとあまり差がな
い。しかし、表７に挙げた、実際の平均時間を
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見ると、彼らの生活の中に占める漫画・アニメ
の比率は高く、その影響力の強さを確認した。
アニメや映画を教材として用いることには批

判もあろうが、学生の興味を引き、導入に用い
るという点では有効である。また、やさしい日
本語で学習の難易度を下げるという点でも有効
だという印象を受けた。短歌は言葉自体は優し
く、また短いので、このような気質の学生に受
け入れられるのではないかと考えた。

５．短歌を使った授業実践の意義と目標

前項までに述べてきたことは、ある程度、日
常の中で予測していたことであるが、これらの
ことを踏まえて、今年度の授業に改善を加え
た。その実践について最後に述べていきたい。
短大赴任以来、私は「文学」の授業において、

必ず、俳句、短歌を教材としてきた。前節で見
たように、留学生の読書体験は乏しく、文学作
品に対する興味関心は低い。知識も限られた範
囲で狭く、少なく、定着していない。
また、各人の日本語能力や基礎知識に差があ

るため、たとえば、小説教材等の長文読解を試
みると、主対象となる日本語レベルの学生以外
がつまらないと感じたり、わからなくて授業放
棄する危険が高い。
しかも、もともと読書意欲が希薄で、自宅で

の読書・学習時間が少ない留学生である。たと
えば、いくら興味があるからといっても、村上
春樹の「ノルウェイの森」や夏目漱石の「ここ
ろ」を読んで来いと言っても無理なのである。
また、小説の授業はどうしても講義主体となる
ため、学生からのフィードバックが取りにく
い。
そこで、短文であり、すぐその場で読める

（家庭学習を必要としない）教材、また、学生
とのコミュニケーションをとりながら、じっく
り読みこんでいける教材として使ってきた。
ただし、俳句や短歌には、文学的表現があ

り、象徴性も高いので、わからない、難しいと
いう声も多く聴く。そのため、従来は一連の
「日本一短い母への手紙」の試み４）や TV番組

として放映されている「三行ラブレター」５）を
紹介し、素直な言葉で気持ちを表現すること、
それを感じ取ることを導入として、読解を中心
に行ってきた。俳句、短歌や補助教材に書かれ
た人間理解をよみとることが、学生の人格形成
の一助となってくれればという思いもあった。

今回のアンケートの結果を見ても、基本的な
考えは変わらないので、その方向性は変わらな
いが、日本語教育で使われる、学習者主導形式
を導入し、授業にいくつかの変更を加えた。
その際、参考にさせていただいたのが、１節

で紹介した近藤有美氏の発表である。氏の発表
は「助詞一つをもなおざりにできない特徴を持
つ短歌を用いることにより，日本語の助詞や語
彙についての知識を深めることを目的とする」
授業の紹介であった。日本語能力試験N１取得
者でも、卒業して何年もたっても、留学生は助
詞をうまく扱えないことが多い。短歌の授業を
通じて、それを学べることの意義は大きい。ま
た、短歌は、字数が少なく、象徴性の強い俳句
に対し、心情を素直に表現する傾向が強い。そ
のため短歌は心情を理解しやすい。文学研究で
必要となる、作品からの作者の心情の読み取り
が容易にできるだろう。
近藤氏の試みは、中級から上級レベルの韓国

人大学生（３，４年生）４０名を対象に１５週にわ
たって行われたものであり、４０名中３８名が，そ
の実践により日本語能力が伸びたと評価したそ
うである。方法的としてはグループ学習を主体
に、短歌の解釈活動とその発表を繰り返すもの
であり、最後に、自作の短歌とその解釈文を一
冊の本としてまとめ、出版されている６）。日本
語レベル、受講者数、学習期間など本学と事情
は異なるので、そのまま実施することはできな
いが、発表後の質問などでお聞きした、「学生
同士に話をさせることで、学生同士が助け合
い、日本語レベルの格差から来る教育の難しさ
がある程度解消される」という指摘、「あえて
作品の日本語は直さず、学生の自主性に任せ
た」という姿勢は今回の授業改善に非常に参考
になった。
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変更点は２点である。短歌の鑑賞で、学生主
導の部分を増やした。具体的にいうと、学生同
士で話し合うことを許可し、むしろ推奨した。
時間も少なく、また、日本語の学習ではなく、
文学の学習なので、どうしてもこちらが説明す
ることが多くなるが、質問を中心に、自分で考
え、話し合うことに時間を割いた。次に、創作
とその推敲に３時間をかけ、創作体験を主とし
た。
このような変更はどのようなことを可能にす

るのだろうか。短歌を使った授業実践で、何を
目指すことができるだろうか。
まずは、日本語教育分野の先達の試みの中か

ら拾ってみよう。前述「日本語クラスにおける
『俳句ユニット』による俳句指導の試み」で杉
山純子は、先行研究を含めつつ、俳句学習は以
下の５項目の意義を持つ、と提示している。
１）学習者の日本の伝統文化に対する求知心
を満たすことができる。２）俳句を通して、
日本語の拍のリズムを学ぶことができる（上
迫１９９２、佐藤１９９５）、３）五七五の中に自己
表現を凝縮させるということから、ことばに
対してより鋭敏に、かつ、自覚的になる。
４）俳句を作ることによって、発見のよろこ
び、創造のよろこび、完成のよろこびが得ら
れる（鷹羽１９７６）、５）人の作った作品を鑑
賞するよろこび（黒田１９９７）が得られ、俳句
を通じてコミュニケーションの場が広がる
（小林１９９１）
ここにあげられた５つの項目は、そっくりそ

のまま「短歌」の学習の中でも可能であろう。
他の４つの意義も学生の向学心を向上させ、学
習の定着に役立つだろうが、特に３）が文学鑑
賞・研究の両面からは重要である。
また、近藤氏の試みからは、上記の５項目に

加え、以下の２項目を付け加えることができ
る。
６）製本された成果物を手にする達成感、充

実感を得られる。（杉山の４）より強い
よろこびがある

７）教員と学生、学生同士の話を通じ、議論
する力をつけられる。

後者は、議論や相談の際、常に根拠を示すと
いう態度をとらせることで実証的な態度を育て
ることにつながる。２節では本科留学生特有の
問題として、文学部進学希望者の文学研究の基
礎能力向上をあげたが、ゼミ・演習形式に顕著
なように、文学作品を題材に議論しながら読ん
でいくというのは基礎能力向上に対して非常に
有効な手段なのである。また、議論を通じて深
く読める力をつけることは、すべての学生の人
間力向上に有益であり、より深く文学作品の中
の「崇高なもの」とかかわり、より深い人間理
解を可能とする。よって、次の意義を新たに見
出すことができる。
８）文学研究の基礎的な知識や基本的な態度

（実証、比較など）が身につく。
９）深い人間理解を得ることができる。その

発見を他者に発信できる。
これらの意義のうち、特に３）、８）、９）を

重点目標とし、授業を設定した。すなわち、
Ａ）自己表現による「言葉に対する鋭敏さ

の養成」
Ｂ）「文学研究の基礎力養成」
Ｃ）「人間理解」

を目的とした学習行動を必ず１時間の中に入
れ、繰り返すことで、その定着を図ったのであ
る。定着には反復が必要である。そこで従来２
時間程度だった韻文の時間を、最大限の７時間
に広げて使うこととした。その内訳は次章の通
りである。次章では、順に、上記の目標を取り
入れた授業内容・授業風景を具体的に紹介して
いく。

６．詩歌を使った授業の実践と課題

（１）日本文学、日本の詩歌の歴史と種類
についての説明
オリエンテーションとして以下を述べる。

１）日本語・日本文学系の学科の学習内容。
特に語学と文学のちがいについて

２）大まかな日本文学の歴史と、文学作品の
分類について

３）俳句、短歌の形式や決まりについて
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講義全体のオリエンテーションとして、大ま
かな日本文学の歴史と、文学作品の分類につい
て解説する。漫画や教本を文学作品ととらえる
ような間違いを正すとともに、日本語・日本文
学系の学科での中で学ぶべき内容を概観した。
「文学教育」は単なる一般教養としての〈文学
概論〉であってはならないという、見理論文の
意見と矛盾するようだが、やはり、常識的なラ
インは押さえておく必要があるだろう。
ただし、切れ字や季語などについては簡単な

説明にとどめた。知識を覚えることよりも、体
験から、上記重点目標A）B）C）を体得して
もらいたいからである。言い換えれば、言葉に
こだわって深く内容を理解し（A）、作者の心
情を考え、作者が何を表現したいかを考える、
という作業（B）を通じて、普遍的な「人間」
（や日本人）を発見、理解し、表現すること（C）
に専念させたいからである。この行程は文学研
究のもっとも単純な形であり、今回の試みは、
日本語教育の方法の上に、この行程（A－C）
を上乗せし、繰り返すことで、その定着をは
かったものである。

（２）俳句の鑑賞 ―イメージを膨らませて読
む、イメージの重なりを感じる―

俳句は三句（参考としてさらに一句）に絞り、
学生同士、自由に話し合わせた。ただ、慣れて
いないこともあって、話がすぐに止まってしま
うので、教員がポイントとなるところを質問
し、また、指摘しながら進めた。
提示した俳句は以下の三句である。

Ａ 目に青葉山ほととぎす初鰹
Ｂ 古池や蛙飛び込む水の音
Ｃ 秋の灯にひらがなばかり母のふみ

参考 秋の灯にひらがなばかり母へふみ

Aの句では、正確なイメージをイメージの
重なりで表現することを学ばせた。それは悲し
い、つらいなどの心情をそのまま書いてしま
う、いわゆる「腰折れ」を防ぐためでもあった。
「扇風機・アイスクリーム・蚊取り線香」など

と、一人で言葉を３つ並べて雰囲気を伝えよ
う、３人が別々の言葉を書いて一つの俳句を作
ろうというお遊びに、学生は指折りながら参加
してくれた。その行為を見ていて、５音と７音
から構成される日本語のリズムも十分に体感す
ることができたと考えている。
Bの句では、「作者はどこにいますか」「なぜ

古池の近くにいるのでしょう」「作者が言いた
かったのは何でしょう」と作品から作者につい
て思いをはせることを中心に質問をし、考えさ
せた。「蛙は何匹飛び込んだでしょうか」の質
問には、最初、たくさん、５、６匹などと答え
るものもいたが、「作者が言いたかったのは何
でしょう」の解説の後は、あたりが静寂なので
１匹という理解に達したようである。日本語を
正しく理解するだけでなく、その上に立ち、文
学的な解釈を行っていくことで、文学作品を正
しく理解することが出来る方向性を示すことが
出来たと確信している。
Cの句では、「なぜ平仮名なのでしょう」「お

母さんが平仮名で書くのはどんな気持ちでしょ
う」「平仮名で書かれたお母さんの手紙を読ん
でいる人はどんな人で、何をしていて、どう感
じているでしょう」という３つの大質問を順に
少しずつ補助質問とともに提示し、考えさせ
た。そのことで、母と子の愛情という「崇高な
もの」に触れさせ、人間について考えさせるこ
とができたと自負している。できるなら、お母
さんをテーマに作文をさせたかったが、時間が
なく、「日本一短い母への手紙」から、数編紹
介し解説するにとどめた。作文ほど自分に引き
寄せて考えられなかったとは思うが、母と子と
いう永遠のテーマについて、作品の中からの
「人間」の発見や理解の場を提供できたと思う。
３つの句を教材に、順に、イメージ、リズム

といった、言葉に対する鋭敏さを養成し（A）、
作者の視点を論じる文学研究の基礎的姿勢を身
につけ（B）、文学作品のテーマを考えさせる
ことにより、人間「理解」を試みた（C）。
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（３）短歌の鑑賞 ―短歌に現れた人の気持ち
俵万智と与謝野晶子―

３時間目は、俵万智と彼女の訳した与謝野晶
子の「みだれ髪」を教材として用いた。それぞ
れの言葉や時代背景、当時の価値観などの基礎
知識を理解し（A）、同じ恋愛の歌でも作者の
思いはずいぶん違うということを二人の歌を並
べることで鮮明にして「比較」の大切さを学び
（B）、明治と昭和の愛のかたちを自らに引き
寄せて考えて話し合わせることで、男女の愛と
いうテーマで人間理解（C）を試みた。

（４）短歌創作の試み
４時間目は創作を試みた。近藤氏が編集・出

版した「サラン・・愛し君へ」６）の中から、想像
力を喚起する句を選び、紹介した。同世代の韓
国人の作品なので、みな興味深く見ていた。そ
れぞれの歌には自作解説がついているが、それ
はすぐには見せず、まず自分で考えさせた。た
とえば、次の歌である。

「もう、終わり…、」後ろ姿に告げる別れ、
そう…この背中が大好きだった

「『…』があるのとないのではどう違います
か」「後ろ姿なのはなぜ」「今二人はどこにいま
すか」「なぜ終わりなのでしょう」などの質問
を軸に、細かい表現の意味（A）とそこにこめ
られた作者の思いを読み取り（B）、自分なら
どう書くか考えさせた。その上で、自作解説を
読ませ、そんな思いがここにはあったんだと、
人間発見（C）の機会を作った。
予定では、そのことを踏まえて、それぞれの

人間理解（C）を表現させたかったが、やはり、
大半の学生はすぐには書けず、次週までに作成
してくることとした。
短歌作家を疑似体験することは、作者の視点

に立つことである。これは、作家研究に必要な
視点であるが、ただ作品を読むだけではなかな
か身につかない。体験によって、それが身につ
くことを期待した。

（５）推敲（２時間）
前週、前々週に、他者の作品でやったこと

を、この時間は自分達の作品で行った。さすが
に、授業への関心や集中力は高い。仲間との相
談を主にしながら、教師が机間指導しながら、
一人ひとりの作品に指摘や質問を重ね、（A）
（B）（C）の行程を体験できるよう授業を行っ
た。
この言葉からはこんな想像をするというと、

えーという悲鳴が上がり、なんていえばいいか
わからない、と普段の姿からは想像できない悩
み顔を見せる。言葉を選ぶ苦しみを感じている
（A）ことが体感できた。また、創作した作品
の中身を、「私はこういいたかった」と表現す
るところに、自分の問題として（作家の立場か
ら）考えられていること（B）も実感できた。
学生の作品を見ながら、「あう」にも「会う、
合う、逢う、遭う」と漢字がたくさんあるが、
どれがいいと思う、ひらがなのままやカタカナ
で書くのもいいよ、などと間接的にアドバイス
すると、電子辞書を片手に必死に考える。
創作は日本語学習としても有効だが、文学を

学ぶという点においても有効である。この方法
は今期の履修者の数が少ないから可能であった
ことだが、今後の指導の指標となった。

（６）作品の製本、提示
最後の時間は、作品をワープロで打ち、小冊

子にして、全員に配った。「かっこいいと思い
ます」など好評で、近藤氏のように正式に製本
されたものではないけれど、ただ作品を作った
だけではなく、達成感、充実感が強い。また、
これが最終版ではない、書き直すためにもう一
度考えるよ、と校正の話をし、自らの作品を教
材に、作品はメモに始まって、創作ノート、草
稿、初稿、初刊と形を変えていくことを講義、
また、その行程を検証するとこんなことがわか
る、と、芥川を引いての作品論（成立論）につ
いても触れることができた。概論ではなく、自
分たちの体験を通すことで、授業内容の定着が
はかれたと考えている。
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７．おわりに

以上の行程を通じて、目標は達成できたであ
ろうか。以下に検証をして、論を終えたい。

杉山論文の１）日本の伝統文化に対する求知
心 ２）日本語の拍のリズム ４）発見、創造、
完成のよろこび、５）鑑賞するよろこび、コ
ミュニケーションの広がりについては、ここま
での授業風景と学生の作品を見てもらえば、お
おむね、達成できたと考えてよかろう。また、
近藤氏の発表から新たに見出した意義、６）成
果物を手にする達成感は学生の反響から得られ
たと確信するが、７）教員と学生、学生同士の
話を通じ、議論する力をつけることは、不十分
であった。これは、時間の少なさや、そういう
形態の授業法になれてないためである。これは
一朝一夕にどうこうできる問題ではなく、今
後、他の科目とも連携をとりつつ、引き続き検
討していきたい。
（A）（B）（C）の重点目標については、授

業内容のところで述べてきたように、授業への
主体的参加により、（A）鋭敏な言語感覚につ
いては身につけられたと考える。（B）につい
ては、結果としては、判断が難しいが、身につ
いたものもあれば、身につかなかったものもあ
り、まだまだ方法の検討が必要と思われる。
短大文学教育の目指す最終目的として設定し

た（C）深い人間理解とその表現については、
わずかな時間でもあり、成功したとはいいがた
い。しかし、少なくとも、彼女らの作品を見る
限りでは、その方向に向けて動き出す契機は作
ることができたと思う。

これら、特に今回、日本語教育の方法の上に
工夫として付け加えたABCの部分が定着して
いるか、いないかを判断するのは、アンケート
もあるが、学生が作った作品によるのが一番い
いと思う。最後に学生の作品をいくつかあげて
みよう。

白い部屋衣を縫う手霞んだ目
どこにいっても忘れないこと

夢みたい一年ぶりに彼に逢う
飛行機の中目を閉じて待つ

作品に自らつけた解説を見るとまだまだおか
しな日本語だが、この歌だけを見ると、十分に
学習内容を理解し、自分の人間理解を表現でき
ていると思う。前者は「白い部屋」「衣を縫う」
「霞んだ目」とイメージを重ねることで老母の
イメージを構築し、「どこにいっても忘れない」
母の愛と感謝という、崇高なものを表現できて
いる。後者は「一年ぶり」「飛行機」「目を閉じ
て待つ」とイメージを重ねることで、遠距離恋
愛のイメージを構築し、久しぶりに恋人に会う
喜びという崇高なものが表現できている。
なお、紙面の関係でここには載せないが、彼

女らがつけた解説を見ると、作品を詳しく言い
直しているだけのものが多く、細かい表現にこ
ういう意味をこめました、という解説はほとん
どない。そういう書き方をしなさいと言わな
かったのが失敗であった。後者の作品を例にあ
げると、「遠距離にいるから、なかなか逢えな
い彼がすぐ見えて、夢みたい感じがある」とい
う程度で、比較や実証といった、論理的な展開
が理解、定着できたかは疑わしい。

短大の留学生教育の一つの方法として、ここ
まで、短歌創作を中心とした授業について述べ
てきたが、研究はまだ端緒についたばかりであ
る。つたない活動について報告するとともに、
実践内容が幾分かでも参考になればと願いつ
つ、論を終える。
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